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◆総合計画における位置付け等 平成18年11月2日記入

平成１8年度 施策評価シート

施 策 名 消防力の強化 課長名 門倉 豊

評価担当部 消防本部

第１節 災害に強いまちづくり

指標５

達成率 #DIV/0!

指標４

達成率 #DIV/0!

100% 22

火災予防査察実施予定。
実施率は１００％を目標に設
定予定。100%

指標３

達成率
19

106.8

8645

66.70% 22

平成１２年度（Ｈ１３年度～Ｈ
２２年度）に策定した消防力
整備計画に基づき、救急隊数
の目標値を設定。

100%
指標２

達成率
19

61.1

11

96.40% 22

平成１２年度（Ｈ１３年度～Ｈ
２２年度）に策定した消防力
整備計画に基づき、消防隊数
の目標値を設定。

100%
指標１

達成率
19

92.9

26

指標５

Ｈ17目標値/実績値 中間年度の目標値 最終年度の目標値

17

指標４

指標３ 査察実施状況（査察実施率）
査察実施数÷査察計画数×100

査察調査の実施率
106.85%

16

指標２ 救急隊配備状況（配備率）
配備済隊数÷配備計画隊数×100

救急隊の部隊配備達成率 ６隊
６１．１％ 16

指標１ 消防隊配備状況（配備率）
配備済隊数÷配備計画隊数×100

消防隊の部隊配備達成率 ２隊
９２．８％

＊人件費は、職員一人あたり Ｈ14：839万円、Ｈ17：805万円として算定。人口は、61.6万人（Ｈ15.4.1現在） 66.7万人（Ｈ18.4.1現在）とした。

救急活動費・火災予防事業費に係る人件費、消防車両購入費の減
少、及び田名分署開設等に係る経費が無くなったことによる。

指標名 指標の基準値の定義

市民一人あたりの事業費 5,853 2,533

合計 3,605,410 1,689,289

事業費 1,368,979

人件費 320,310

目標値の考え方（根拠）

消防施設の適正配置、火災予防体制、救急・救助体制の充実等を図るとともに消防団による地域と一体となった防災体制を充実
することにより消防力の強化を図る。

このことにより、市民の生命、身体、財産を守り、安心して暮らせる都市の実現をめざす。
新世紀さがみはらプランに基づき作成した相模原市消防力整備計画に沿って、その実現に向けて整備を進めている。
ソフト事業面は順調に進捗しているが、ハード事業面については、市の財政状況により先送りになっている。

２ 事業費・人員

年度 平成14年度（決算）平成17年度（決算） 増減の主な理由

３ 成果・活動指標

基本目標 ゆとりある みどり豊かな環境共生都市をめざして 施策コード 23130

政策名（章） 第３章 安全に暮らせる都市の実現をめざします

１ 施策の目的・概要（目的はわかりやすく記入）

基本施策名（節名） 評価担当課 消防総務課



１次評価

A

２次評価

Ａ

３次評価

課題
救急隊等の部隊の増設については、分署の建設等や人員配置を伴うため、ハードの整備に伴う経費増に加
え人件費増などコストと反する面もある。

解決策
ハードの整備に係る財政措置と定数増が必要である。

７ ２次評価及び意見（１次、２次で評価に相違がある場合など、必要に応じて意見を記入）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

成果を表す指標の設定が難しい施策であるが、緊急車両の到着時間など、施策目的に適合した指標の設定を検討す
る必要がある。また、構成事務事業が非常に多いため、施策の成果を示すことが難しく、施策体系、構成事務事業の見
直しが必要である。

今後は、合併後の施策のあり方を考慮した中で施策の推進に取組む必要がある。

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

８ ３次評価及び意見（評価結果及び課題・解決策について、必要に応じて意見を記入）

６ 課題と解決策（現状または、評価結果から）

合計 10 評価結果に基づく区分（４項目の合計点数による）
Ａ（12から10点） Ｂ（9から5点） Ｃ（4点以下）

＊Ａは、良好、Ｂは、事務事業の見直しが必要、Ｃは、事務事業を統合・廃止の方向

市民満
足度

市民満足度調査
により市民ニー
ズを把握し、市民
の立場に立って
事業展開してい
る

④ 2 1

市民の満足度は高く、重要度も極めて高い。更に満足度を上げられるよう部隊の増設や予防査察
等に努めている。

効率性

最少経費で最大
効果が得られる
事業構成となっ
ている

④ 2 1

はしご車のオーバーホール間隔年数を支障がない範囲で拡大するなど、内容、経費及びコストを精
査し、事業を行うよう努めている。中でも常備消防に係る人員は、部隊を編成する上での必要最低
限の人員となっている。

有効性

各事業が果たす
施策に対する目
標の達成度合い
を把握し、効果の
高い事業を実施
している

4 ② 1

救急隊を除き、高い目標達成率となっている。特に査察の実施率については、目標値を超える実施
率となっている。

４ 市民満足度調査結果（平成18年度実施分）
○この施策の満足度は3.263で51施策の中で14番目。
○重要度は4.330で3番目である。
○改善要望度は0.2735で8番目である。
○年齢別にみると、満足度は60歳代以上で高く、40歳代で
もっとも低くなっている。
○重要度は20歳代でもっとも高く、40歳代でもっとも低く
なっている。
○前回調査と比較すると、満足度、重要度とも施策の順位
に大きな違いはみられない。
○満足度の順位では、60歳代で前回調査より大幅に上が
り、20歳代、70歳以上で下がっている。
○重要度の順位では、前回調査と大きな差はなく、全ての
年代で今回、前回ともに上位10施策に入っている。

視点の
種類

評価基準・
着眼点 評価点 それぞれの視点に対して評価の具体的根拠

５ １次評価（３つの視点から評価を行う）

災害に強いまちづくり

3.0

3.5

4.0

4.5

2.5 3.0 3.5 4.0

満足度の平均 3.190

低い ← 満足度 → 高い

高
い

↑

重
要
度

↓

低
い

重要度の平均 3.871

施策

Ｈ18◇ Ｈ15▲



コード 23130

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

救急活動費
警防課 救急対

策室
救急対策課

1 99.35 851,792 1 1.00 8,050 15,197 23,247

消防車両維持管理費 警防課 2 0.40 41,661 2 0.80 6,440 43,058 49,498

通信施設維持管理費 指令課 3 24.00 411,869 3 24.00 193,200 177,283 370,483

火災予防事業費 予防課 4 90.00 768,705 4 3.62 29,141 9,165 38,306

救急高度化推進事業
警防課 救急対

策室
救急対策課

5 0.02 618 5 2.00 16,100 13,112 29,212

消防団車両維持管理費 警防課 6 0.06 6,521 6 0.20 1,610 7,015 8,625

消防庁舎維持管理費 消防総務課 7 0.19 124,177 7 0.19 1,530 102,873 104,403

消防職員研修費 消防総務課 8 0.46 25,972 8 0.46 3,703 17,859 21,562

救急研修費 警防課 救急対
策室

9 3.01 28,315 0 0

消防庁舎維持補修費（１次
経費分） 消防総務課 10 0.14 19,646 9 0.14 1,127 34,909 36,036

消防水利維持管理費 警防課 11 0.15 49,564 10 0.70 5,635 50,497 56,132

消防活動費 警防課 12 0.03 7,646 11 1.20 9,660 16,876 26,536

救助活動費 警防課 13 0.03 7,132 12 1.20 9,660 8,476 18,136

水防活動費 警防課 14 0.01 865 13 0.10 805 58 863

消防団活動費 消防総務課
分 消防総務課 15 0.14 34,658 14 0.14 1,127 23,182 24,309

消防団活動費 警防課分 警防課 16 0.02 6,076 15 0.10 805 5,017 5,822

相模原市防災協会補助金 予防課 17 0.03 4,675 16 0.03 242 4,000 4,242

消防団長等報酬 消防総務課 18 0.14 29,026 17 0.14 1,127 26,471 27,598

消防車両購入費 市単分 警防課 19 0.07 25,665 18 0.20 1,610 45,226 46,836

消防車両購入費 防衛施
設補助分 警防課 19 0.10 805 31,618 32,423

消防車両購入費 国庫補助
分 警防課 20 0.09 101,056 20 0.10 805 19,339 20,144

消防水利整備費
消防水利整備費 市単分 警防課 21 0.24 69,913 21 0.20 1,610 11,934 13,544

消防水利整備費 国庫補
助分 警防課 22 0.20 1,610 6,132 7,742

消防団詰所・車庫維持管理
費 消防総務課 22 0.05 3,310 23 0.05 403 2,547 2,950

消防団詰所・車庫維持補修
費 消防総務課 23 0.06 3,868 24 0.06 483 2,929 3,412

消防団車両購入費 国庫補
助分

消防団車両購入費 市単分
警防課 24 0.08 33,447 25 0.00 0 0 0

応急手当普及啓発費
警防課 救急対

策室
救急対策課

25 3.03 31,104 26 1.00 8,050 10,335 18,385

消防職員貸与被服購入費 消防総務課 26 0.40 47,729 27 0.40 3,220 35,221 38,441

消防団員貸与被服購入費 消防総務課 27 0.14 20,713 28 0.14 1,127 6,350 7,477

消防庁舎維持補修費（２次
経費分） 消防総務課 28 0.15 18,109 0 0

222.49 2,773,832 38.47 309,684 726,679 1,036,363

224.15 3,605,410 39.79 320,310 1,368,979 1,689,289合計

計

消防力の強化



コード 23130

構成事務事業一覧

構成事務事業 事務事業
担当課

Ｈ15施策
の

優先順位

Ｈ15人員
（人）

Ｈ14決算額
（千円）

Ｈ18施策
の

優先順位

Ｈ17人員
（人）

Ｈ17人件費
（千円）

Ｈ17事業費決
算額（千円）

Ｈ17決算額
（千円）

消防団詰所・車庫整備費（２
次経費分） 消防総務課 29 0.19 20,924 0 0

消防団福利費・退職報酬金
掛金等 消防総務課 30 0.01 15,973 29 0.01 81 16,674 16,755

消防団福利費・その他の福
利費 消防総務課 31 0.14 12,312 30 0.14 1,127 27,655 28,782

消防団運営交付金 消防総務課 32 0.14 4,191 31 0.14 1,127 3,608 4,735

消防団共済組合補助金 消防総務課 33 0.14 3,416 32 0.14 1,127 2,443 3,570

一般事務費（消防団） 警防課 34 0.10 1,399 33 0.30 2,415 312 2,727

出初め式開催費 警防課 35 0.50 7,781 34 0.50 4,025 3,081 7,106

H14年度水防演習 警防課 36 0.05 5,179 0 0

水防演習実施事業 消防総務課 37 0.30 7,481 0 0

消防賞慰金 消防総務課 38 0.01 32 35 0.01 81 0 81

田名分署整備事業 消防総務課 0.06 29,757 0 0

田名分署開署準備経費 消防総務課 0.02 723,133 0 0

新磯分署建設事業 消防総務課 0.00 36 0.08 644 588,527 589,171

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

1.66 831,578 1.32 10,626 642,300 652,926計

消防力の強化


